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　人々が日常生活や仕事、学校等の様々な文脈において情報
をどのように利用しているか、について考えることに関心を
持っています。特に、そこに行為者の所属する集団・組織や
情報メディア環境のような社会的要素がどのように関わるか
ということについて解明することを大きな目標としています。
これは具体的には情報行動と情報メディアのそれぞれに焦点
を当てた研究として実行可能です。情報行動に焦点を当てる
場合には、学生や研究者といった特定の文脈にある人々がど

　私たちが日常的に（おそらく大部分は無意識のうちに）行
っている情報利用を本当の意味で「知る」こと、つまりそれ
を言語で説明できること、さらにそこに私たちを取り巻く社
会や情報環境がどのように影響を与えているのかについて考
察することは、そのこと自体が心躍るものであると同時に、
暮らしやすい社会を形成していく上で大切な作業です。個人
の行動の研究を出発点として、人々の暮らしや文化を支える
ような新しい仕組みを構築してみませんか。

｜  メッセージ
　これからの科学は、専門領域ごとに閉じるのではなく広く
一般に開かれたものとなる「オープンサイエンス」の方向に
進むと考えられています。私もその立場をとっており、自ら
の研究成果は可能な限りオープンアクセス（読者は誰でも無
料で読むことができる）にしています。また公開講座や講演
会の機会をいただければ、自らの研究成果が社会的にどのよ
うな意味を持つのかということについてお話して、聴衆の皆
さんと意見交換をするようにしています。

1)  https://www.asist.org/          2)  http://www.mslis.jp/

のような情報探索行動や情報利用を行っているのかを明らか
にし、そこに行為者が特定の社会的文脈や情報メディア環境
に置かれていることが如何に関わっているかを考察します。
情報メディアに焦点を当てる場合には、特定の情報メディア
（私たちが日常的に利用するソーシャルメディアや研究者が
利用する学術メディア等）が如何に利用され、どのように認
識されるのかに対する調査を通して、人々の情報行動を適切
に支援できるプラットフォームの構築を目指します。


